
多角的視点で全体を見渡す力

検討会①で

出てきた課題

必要な能力

想定される

ユースケース

(解決手段)

マニュアルだけでは対話スキルの知見や対応の姿勢もカバーしきれない

マニュアルや研修に落とし込めない部分も多く、整備や活用が難しい

視点が凝り固まることで支援や連携の質に影響してしまう
支援関係機関との連携のための

調整力・俯瞰力を育成する必要がある​

アセスメントを​適切に​行う能力
関係​機関から​連携された​相談者の​課題や​状況を​把握し、​不足している​視点・情報を​見極める​力

支援方​針・プランを​検討する​能力
関係者と​協議し、​多角的・​長期的な​視点で​支援方​針・プランを​とりまとめる​能力

制度・社会資源に​関する​情報を​収集する​力
活用できる​制度・資源を​多角的観点で​情報収集する​力

支援関係機関等との​調整・連携能力
支援関係機関等の​情報を​把握し、​的確に​連携する能力

　　　　　　　　経験・スキルの差により、

　　　　深堀の深さや支援の繋ぎに差が出てしまう​

連携のために必要な各機関の情報や認識の共有が必要

制度が難解なため​理解に時間がかかる​

最新の制度や社会資源の状況把握が難しい経験年数が浅いとすぐに結果を求​めてしまい長期で考えられない​ 関係機関との連携が難しい

シナリオに​沿った​アセスメント等の​
訓練を​ロールプレイで​サポート

支援方​針の​整理に​向け
社会資源・制度に​関する​知見を​深める​ための​サポート

支援関係機関等が​把握している​事案状況を​引き出すための​
質問観点の​アイデア出しを​サポート

ケースの​概要情報を​もとに​
支援方​針の​アイデア出しを​サポート

重層的支援会議で​参加者から​意見や​知見を​引き出すための​
質問観点の​アイデア出しを​サポート

ケースの​概要情報を​もとに​類似事例を​提示し、​
事案への​向き合い方を​サポート

どんな​風に​
使用したいか​
誰と、​どんな​
タイミングで、​
どんな​回答？​

アセスメントを​
適切に​行う能力

支援関係機関等との​
調整・連携能力

制度・社会資源に​関する​
情報を​収集する​力

支援関係機関等との​
調整・連携能力

支援方​針・プランを​
検討する​能力

アセスメントを​
適切に​行う能力

A

マニュアルは欲しい

が、どの粒度のマニ

ュアルを整備すべき

なのか？その認識が

全員の間で一致して

いるのかが不明

日々の業務が

忙しくマニュ

アルを作る時

間がない

各分野ごとの初任

者研修はあるが、

多機関の初任者研

修は範囲が難しく

今は無い状態

多機関協働事業者とし

ての役割、つなげる仕

事であることに慣れる

まで時間がかかる

各分野から意見を

収集しまとめる会

議では、空気感や

進行が重要になる

が、育成が難しい

文章が難しく、文

章量も多いので全

部読み込むことが

困難（例：自立支

援だけでも分厚い

冊子）

新しい制度ができ

ても内容の理解に

時間がかかる。AI
でサポートしてほ

しい

最新の制度の把握が

難しく、適用できそ

うな制度を見つけて

も、適用できるのか

、できないのかすら

分からないことも

資料が

古いこと

もある

支援関係機関が「

何を大切にしてい

るか」を把握でき

ると会議が円滑に

進めやすい

支援関係機関から繋

がれる際に、期待感

や課題感が異なるこ

とがある。支援関係

機関の視点を考える

ことも必要

事業所数が多く

、それぞれの場

所でどこまで対

応できるのか把

握が難しい。

最初のプラン方針

にとらわれてしま

いがち。こんなパ

ターンもあるので

は？と視点を広げ

てもらいたい

その人の価値

観によって見

立てが変わる

ことがある

経験が浅いと、

事案理解よりも

繋ぐことが目的

になってしまう

こともある

経験年数が浅いと

、解決策を出さね

ばならないと焦っ

てしまい、一足飛

びに答えを求めて

しまう

新人はマニュアルが

ないと不安だろうが

、あるといいという

わけでもない。ケー

スを理解しようとす

る姿勢が重要

多機関協働事

業者と支援関

係機関との業

務の範囲が難

しい

経験の浅い職員は

制度に関する基礎

知識や事業内容へ

の理解が浅い状態

で対応に追われて

いる

点の支援や

制度を線に

していくス

キルが必要

制度・社会資源に​関する​
情報を​収集する​力

支援方​針・プランを​
検討する​能力

社会資源のみ

ならず、庁内

の役割なども

知っておく必

要がある

対話のスキ

ルは特にマ

ニュアル化

が難しい

経験の浅い職員は、

支援関係機関の具体

な現場支援の内容を

知らないため、調整

役となるだけの情報

を持てていない

経験年数が浅

いと、関係機

関のネットワ

ークが繋がり

づらい

アセスメント時は

様々な分野での知

識や経験が広く求

められるが、情報

収集に不足が生じ

ることがある
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